
(57)【要約】

【課題】　内部に塵埃などが流入されるのを防止するこ

とで掃除効率を向上させることができるように構造が改

善された吸入ブラシおよびこれを備えた真空掃除機を提

供する。

【解決手段】　本発明に係る吸入ブラシ組立体は、被掃

除面上の塵埃などを吸入する吸入口が設けられたボディ

と、前記ボディに結合され、外部空気が吸入されるよう

に開口が形成されたカバーと、前記ボディに回転可能に

設けられ、下部に被掃除面と接触する掃除部材が着脱可

能に装着される回転体とを備える。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を 吸 入 す る 吸 入 口 が 形 成 さ れ た ボ デ ィ と 、
　 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ 、 外 部 空 気 が 吸 入 さ れ る よ う に 開 口 が 形 成 さ れ た カ バ ー と 、
　 前 記 ボ デ ィ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 下 部 に 被 掃 除 面 と 接 触 す る 掃 除 部 材 が 着 脱 可 能 に 装
着 さ れ る 回 転 体 と を 含 み 、
　 前 記 開 口 か ら 吸 入 さ れ た 外 部 空 気 が 前 記 回 転 体 と 前 記 ボ デ ィ と の 間 に 形 成 さ れ た 結 合 隙
間 を 通 過 し て 前 記 ボ デ ィ の 下 部 に 流 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ボ デ ィ 上 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ る タ ー ビ ン フ ァ ン と 、
　 前 記 タ ー ビ ン フ ァ ン に 連 結 さ れ 、 前 記 回 転 体 に 動 力 を 伝 達 す る 動 力 伝 達 手 段 と を 更 に 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 動 力 伝 達 手 段 は 、 前 記 タ ー ビ ン フ ァ ン と 同 軸 上 に 形 成 さ れ た ウ ォ ー ム と 、 前 記 ウ ォ
ー ム に 対 応 す る よ う に 前 記 回 転 体 の 上 部 に 形 成 さ れ た ウ ォ ー ム ホ イ ー ル で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 カ バ ー は 、 前 記 回 転 体 を 覆 う よ う に 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ る 第 １ の カ バ ー と 、 前 記
第 １ の カ バ ー の 上 部 に 位 置 し 、 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ る 第 ２ の カ バ ー と を 含 み 、 前 記 開 口
は 、 前 記 第 １ の カ バ ー お よ び 前 記 第 ２ の カ バ ー に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を 吸 入 す る 吸 入 口 が 形 成 さ れ た ボ デ ィ と 、
　 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ る カ バ ー と 、
　 前 記 ボ デ ィ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ た タ ー ビ ン フ ァ ン と 、
　 前 記 吸 入 口 か ら 吸 入 さ れ た 空 気 を 前 記 タ ー ビ ン フ ァ ン に 案 内 す る 吸 入 流 路 と 、
　 前 記 吸 入 流 路 を 形 成 し 、 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 流 路 隔 壁 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る
吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 流 路 隔 壁 は 、 前 記 吸 入 流 路 の 上 部 を 形 成 す る 上 部 隔 壁 を 含 み 、 前 記 貫 通 孔 は 、 前 記
上 部 隔 壁 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 上 部 隔 壁 の 上 面 に は 、 吸 音 材 が 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 吸 入 力 発 生 部 が 内 蔵 さ れ た 真 空 掃 除 機 本 体 と 、
　 前 記 吸 入 力 発 生 部 と 空 気 流 動 可 能 に 前 記 真 空 掃 除 機 本 体 に 連 結 さ れ る 延 長 流 路 と 、
　 前 記 延 長 流 路 に 連 結 さ れ 、 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を 吸 入 す る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 と を 備 え
、
　 前 記 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 は 、
　 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を 吸 入 す る 吸 入 口 が 形 成 さ れ た ボ デ ィ と 、 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ
る カ バ ー と 、 前 記 ボ デ ィ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ た タ ー ビ ン フ ァ ン と 、 前 記 吸 入 口 か ら 吸 入
さ れ た 空 気 を 前 記 タ ー ビ ン フ ァ ン に 案 内 す る 吸 入 流 路 と 、 前 記 吸 入 流 路 を 形 成 し 、 複 数 の
貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 流 路 隔 壁 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 真 空 掃 除 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 流 路 隔 壁 は 、 前 記 吸 入 流 路 の 上 部 を 形 成 す る 上 部 隔 壁 を 有 し 、 前 記 貫 通 孔 は 前 記 上
部 隔 壁 に 形 成 さ れ 、 前 記 上 部 隔 壁 の 上 面 に は 吸 音 材 が 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ に 記 載 の 真 空 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 真 空 掃 除 機 の 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 掃 除 の 効 率 を 向 上 さ
せ る と 共 に 騒 音 を 低 減 さ せ る こ と が で き る よ う に 構 造 が 改 善 さ れ た 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 お よ
び こ れ を 備 え た 真 空 掃 除 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 一 般 の 真 空 掃 除 機 を 概 略 的 に 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 １ を 参 照 す る に 、 一 般
に 、 真 空 掃 除 機 は 、 吸 入 力 を 発 生 す る モ ー タ が 内 蔵 さ れ た 真 空 掃 除 機 本 体 １ 、 本 体 １ に 連
結 さ れ る 延 長 流 路 １ ０ 、 お よ び 延 長 流 路 １ ０ に 連 結 さ れ 、 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を 吸 入 す
る た め の 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 ２ ０ を 備 え て な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 延 長 流 路 １ ０ は 、 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 ２ ０ に 連 結 さ れ る 延 長 管 コ ネ ク タ １ ２ 、 延 長 管 コ ネ
ク タ １ ２ に 連 結 さ れ る 延 長 管 １ ４ 、 お よ び 一 端 は 延 長 管 １ ４ に 連 結 さ れ 、 他 端 は 真 空 掃 除
機 本 体 １ に 連 結 さ れ る 吸 入 ホ ー ス １ ６ を 含 む 。 こ の よ う な 構 造 を 採 る こ と で 、 吸 入 ブ ラ シ
組 立 体 ２ ０ か ら 吸 入 さ れ た 塵 埃 な ど は 延 長 管 コ ネ ク タ １ ２ 、 延 長 管 １ ４ 、 吸 入 ホ ー ス １ ６
を 順 に 経 て 真 空 掃 除 機 本 体 １ に 設 け ら れ た 集 塵 室 （ 図 示 省 略 ） に 捕 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 ２ ０ は 、 カ バ ー ２ ２ 、 カ バ ー ２ ２ に 結 合 さ れ 、 下 面 に 吸 入 口 ３ ６ が 形
成 さ れ た ボ デ ィ ３ ０ 、 ボ デ ィ ３ ０ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ る タ ー ビ ン フ ァ ン ９ ０ 、 下 端 に 雑
巾 の よ う な 掃 除 部 材 ８ ２ が 装 着 さ れ る 回 転 体 ８ ０ 、 回 転 体 ８ ０ の 上 部 に 形 成 さ れ る ウ ォ ー
ム ホ イ ー ル ７ ４ 、 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ７ ４ に 対 応 し 、 タ ー ビ ン フ ァ ン ９ ０ と 同 軸 上 か ら 左 右
に 延 び る 軸 上 に 形 成 さ れ る ウ ォ ー ム ７ ２ を 含 む 。 回 転 体 ８ ０ は 、 ボ デ ィ ３ ０ に 形 成 さ れ た
回 転 体 収 納 室 ３ ８ の 回 転 体 取 付 ボ ス ４ ０ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 述 の よ う な 構 造 で 真 空 掃 除 機 本 体 １ に 内 蔵 さ れ た モ ー タ （ 図 示 省 略 ） が 作 動 す る と 、
ボ デ ィ ３ ０ の 下 部 に 形 成 さ れ た 吸 入 口 ３ ６ に 吸 入 力 が 形 成 さ れ 、 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を
含 む 空 気 を 吸 入 す る よ う に な る 。 吸 入 さ れ た 空 気 は 、 タ ー ビ ン フ ァ ン ９ ０ に 形 成 さ れ た タ
ー ビ ン ブ レ ー ド ９ ２ に ぶ つ か っ て タ ー ビ ン フ ァ ン ９ ０ を 回 転 さ せ る よ う に な る 。 タ ー ビ ン
フ ァ ン ９ ０ が 回 転 す る と 、 タ ー ビ ン フ ァ ン ９ ０ と 同 軸 上 に 形 成 さ れ た ウ ォ ー ム ７ ２ が 回 転
し 、 こ の ウ ォ ー ム ７ ２ は 、 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ７ ４ に 動 力 を 伝 達 す る 。 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ７
４ に 伝 達 さ れ た 動 力 は 、 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ７ ４ と 一 体 に 形 成 さ れ た 回 転 体 ８ ０ を 回 転 さ せ
、 こ れ に よ り 、 回 転 体 ８ ０ の 下 部 に 装 着 さ れ る 掃 除 部 材 ８ ２ が 回 転 す る よ う に な る 。 こ の
よ う な 掃 除 部 材 ８ ２ の 回 転 に よ り 被 掃 除 面 の 塵 埃 な ど を よ り 効 率 良 く 掃 除 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 図 ２ に 示 さ れ た よ う に 、 回 転 体 ８ ０ が 回 転 し て 掃 除 部 材 ８ ２ が 被 掃 除 面 を 掃 除
し な が ら 回 転 体 収 納 室 ３ ８ （ 図 １ 参 照 ） の 底 面 板 ３ ９ と 回 転 体 ８ ０ の 掃 除 部 材 装 着 部 ８ ４
と の 間 に 塵 埃 な ど が 流 入 さ れ る 。 流 入 さ れ た 塵 埃 は 、 回 転 体 ８ ０ と 回 転 体 取 付 ボ ス ４ ０ と
の 間 に 溜 ま る だ け で な く 、 回 転 体 収 納 室 ３ ８ ま で 流 入 さ れ 、 ウ ォ ー ム ７ ２ （ 図 １ 参 照 ） お
よ び ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ７ ４ （ 図 １ 参 照 ） に も 溜 ま る よ う に な る 。 こ の よ う な 塵 埃 の 流 入 に
よ り 回 転 体 ８ ０ の 円 滑 な 回 転 が で き な く な り 、 こ れ に よ っ て 、 回 転 体 ８ ０ と 共 に 回 転 す る
掃 除 部 材 ８ ２ が 円 滑 に 被 掃 除 面 の 塵 埃 な ど を 拭 き 取 る こ と が で き な く な る 。 即 ち 、 掃 除 効
率 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 さ れ た よ う に 、 吸 入 口 ３ ６ と タ ー ビ ン フ ァ ン ９ ０ ま で の 到 達 距 離 が 短 い
た め 、 タ ー ビ ン フ ァ ン ９ ０ お よ び 各 種 の 部 品 か ら 発 生 す る 騒 音 は 、 吸 入 部 ３ ６ を 介 し て 吸
入 ブ ラ シ 組 立 体 ２ ０ の 外 部 に 放 出 さ れ る 。 外 部 に 放 出 さ れ た 騒 音 は 、 使 用 者 に 伝 達 さ れ 、
使 用 者 が 不 快 感 を 感 じ る よ う に な る 。 特 に 、 高 周 波 領 域 帯 の 騒 音 に 敏 感 に 反 応 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 の 目 的
は 、 内 部 に 塵 埃 な ど が 流 入 さ れ る の を 防 止 す る こ と で 掃 除 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
よ う に 構 造 が 改 善 さ れ た 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 お よ び こ れ を 備 え た 真 空 掃 除 機 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 タ ー ビ ン フ ァ ン お よ び 各 種 の 部 品 か ら 発 生 す る 高 周 波 領 域 帯 の 騒
音 を 低 減 す る こ と が で き る よ う に 構 造 が 改 善 さ れ た 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 お よ び こ れ を 備 え た
真 空 掃 除 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 述 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 は 、 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど
を 吸 入 す る 吸 入 口 が 形 成 さ れ た ボ デ ィ と 、 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ 、 外 部 空 気 が 吸 入 さ れ る
よ う に 開 口 が 形 成 さ れ た カ バ ー と 、 前 記 ボ デ ィ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 下 部 に 被 掃 除 面 と
接 触 す る 掃 除 部 材 が 着 脱 可 能 に 設 け ら れ る 回 転 体 と を 含 み 、 前 記 開 口 か ら 吸 入 さ れ た 外 部
空 気 が 前 記 回 転 体 と 前 記 ボ デ ィ と の 間 に 形 成 さ れ た 結 合 隙 間 を 通 過 し て 前 記 ボ デ ィ の 下 部
に 流 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を 吸 入 す る 吸 入 口 が 形 成 さ れ た ボ デ ィ と
、 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ る カ バ ー と 、 前 記 ボ デ ィ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ た タ ー ビ ン フ ァ ン
と 、 前 記 吸 入 口 か ら 吸 入 さ れ た 空 気 を 前 記 タ ー ビ ン フ ァ ン に 案 内 す る 吸 入 流 路 と 、 前 記 吸
入 流 路 を 形 成 し 、 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 流 路 隔 壁 と を 備 え る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 に よ り
達 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 前 記 回 転 体 と 前 記 ボ デ ィ と の 間 の 結 合 隙 間 を 介 し て 塵 埃
な ど が 流 入 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る た め 、 掃 除 効 率 が 向 上 し 、 タ ー ビ ン フ ァ ン と
各 種 の 部 品 か ら 発 生 す る 高 周 波 騒 音 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 は 、 吸 入 口 が 形 成 さ れ た ボ デ ィ と 、 前 記 ボ デ ィ
に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 そ の 下 部 に は 被 掃 除 面 を 拭 き 取 る よ う に 掃 除 部 材 が 着 脱 可 能 に 装
着 さ れ る 回 転 体 と 、 前 記 回 転 体 を 覆 う よ う に 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ 、 外 部 空 気 が 流 入 さ れ
る よ う に 第 １ の 開 口 が 形 成 さ れ た 第 １ の カ バ ー と 、 前 記 第 １ の カ バ ー の 上 部 に 位 置 す る よ
う に 前 記 ボ デ ィ に 結 合 さ れ 、 第 ２ の 開 口 が 形 成 さ れ た 第 ２ の カ バ ー と 、 前 記 ボ デ ィ に 回 転
可 能 に 設 け ら れ る タ ー ビ ン フ ァ ン と 、 前 記 タ ー ビ ン フ ァ ン の 動 力 を 前 記 回 転 体 に 伝 達 す る
ウ ォ ー ム お よ び ウ ォ ー ム ホ イ ー ル と 、 吸 入 流 路 を 形 成 す る よ う に 前 記 ボ デ ィ に 設 け ら れ 、
複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 流 路 形 成 部 材 と 、 前 記 貫 通 孔 を 覆 う よ う に 前 記 流 路 形 成 部 材 に
取 り 付 け ら れ る 吸 音 材 と を 備 え て な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 述 の よ う な 構 造 で 第 ２ の 開 口 お よ び 第 １ の 開 口 を 介 し て 吸 入 さ れ た 外 部 空 気 は 、 前 記
回 転 体 と 前 記 ボ デ ィ に 形 成 さ れ た 回 転 体 取 付 ボ ス と の 間 に 形 成 さ れ た 結 合 隙 間 を 通 過 し て
ボ デ ィ の 下 部 に 流 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 結 合 隙 間 を 介 し て 被 掃 除 面 か ら 前 記 回 転 体
へ 塵 埃 な ど が 流 入 さ れ る の を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 前 記 回 転 体 の 回 転 が 円
滑 に 行 わ れ 、 掃 除 効 率 が 向 上 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 タ ー ビ ン フ ァ ン お よ び 各 種 の 部 品 か ら 発 生 す る 騒 音 、 特 に 、 高 周 波 大 域 の 騒
音 は 、 吸 入 流 路 を 介 し て 前 記 吸 入 口 に 流 出 さ れ る 過 程 で 前 記 貫 通 孔 を 介 し て 前 記 吸 音 材 に
吸 収 さ れ る 。 従 っ て 、 使 用 者 の 敏 感 な 反 応 を 引 き 起 こ す 高 周 波 帯 域 の 騒 音 を 減 ら す こ と が
で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 お よ び こ れ を 備 え た 真 空 掃 除 機 に よ れ ば 、 カ バ ー に 形 成
さ れ た 開 口 を 介 し て 回 転 体 収 納 室 に 案 内 さ れ た 外 部 空 気 が 回 転 体 と 回 転 体 取 付 ボ ス と の 間
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に 形 成 さ れ た 結 合 隙 間 を 介 し て ボ デ ィ の 下 部 に 流 出 さ れ る こ と で 、 被 掃 除 面 の 塵 埃 な ど が
回 転 体 お よ び 動 力 伝 達 手 段 へ 流 入 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 回 転 体 の 回
転 が 円 滑 に 行 わ れ 、 掃 除 の 効 率 を 向 上 す る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 吸 入 流 路 上 に 貫 通 孔 お よ び そ の 上 部 に 吸 音 材 を 適 用 す る こ と で 、 吸 入 ブ ラ シ 組 立
体 か ら 発 生 す る 騒 音 が 低 減 す る 。 特 に 、 使 用 者 の 敏 感 な 反 応 を 引 き 起 こ す 高 周 波 帯 域 に お
け る ピ ー ク 騒 音 を 格 段 に 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 詳 述 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ を 参 照
す る に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 は 、 カ バ ー １ ２ ２ 、 カ バ ー １ ２ ２ に 結 合
さ れ 、 下 部 に は 吸 入 口 １ ３ ６ が 形 成 さ れ た ボ デ ィ １ ３ ０ 、 ボ デ ィ １ ３ ０ 上 に 回 転 可 能 に 設
け ら れ る タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ の 前 方 に 位 置 す る よ う に ボ デ ィ １
３ ０ に 設 け ら れ る 流 路 形 成 部 材 １ ５ ０ 、 ボ デ ィ １ ３ ０ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 タ ー ビ ン フ
ァ ン １ ９ ０ か ら 動 力 を 伝 達 さ れ て 回 転 す る 回 転 体 １ ８ ０ 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ か ら 発 生
す る 動 力 を 回 転 体 １ ８ ０ に 伝 達 す る 動 力 伝 達 手 段 １ ７ ０ と を 備 え て な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 カ バ ー １ ２ ２ は 、 回 転 体 １ ８ ０ お よ び タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ を 覆 う こ と が で き る よ う に
ボ デ ィ １ ３ ０ に 結 合 さ れ る 第 １ の カ バ ー １ ２ ４ と 、 第 １ の カ バ ー １ ２ ４ の 上 部 に 位 置 し 、
ボ デ ィ １ ３ ０ と 結 合 さ れ る 第 ２ の カ バ ー １ ２ ６ と を 有 す る 。 第 １ の カ バ ー １ ２ ４ が 直 接 回
転 体 １ ８ ０ お よ び タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ を 覆 う と 共 に 第 １ の カ バ ー １ ２ ４ の 上 部 を 第 ２ の
カ バ ー １ ２ ６ が 覆 う こ と で タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ と 回 転 体 １ ８ ０ か ら 発 生 す る 騒 音 が 第 １
お よ び 第 ２ の カ バ ー １ ２ ４ 、 １ ２ ６ を 介 し て 外 部 に 放 出 さ れ る の を 低 減 す る こ と が で き る
。 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の カ バ ー １ ２ ４ 、 １ ２ ６ に は 、 そ れ ぞ れ 外 部 空 気 が 吸 入 さ れ る よ
う に 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口 １ ２ ７ 、 １ ２ ８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ボ デ ィ １ ３ ０ に は 、 回 転 体 １ ８ ０ が 収 納 さ れ る 回 転 体 収 納 室 １ ３ ８ が 形 成 さ れ 、 回 転 体
収 納 室 １ ３ ８ に は 、 回 転 体 １ ８ ０ が 取 り 付 け ら れ る 回 転 体 取 付 ボ ス １ ４ ０ が 設 け ら れ る 。
回 転 体 １ ８ ０ は 、 回 転 体 取 付 ボ ス １ ４ ０ に 挿 入 さ れ 、 回 転 可 能 に ボ デ ィ １ ３ ０ に 取 り 付 け
ら れ る 。 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口 １ ２ ７ 、 １ ２ ８ を 介 し て 吸 入 さ れ た 外 部 空 気 は 、 回
転 体 収 納 室 １ ３ ８ に 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ は 、 ボ デ ィ １ ３ ０ の 後 端 部 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ
う な タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ は 、 複 数 の タ ー ビ ン ブ レ ー ド １ ９ ２ を 有 し 、 吸 入 口 １ ３ ６ か ら
吸 入 さ れ る 空 気 が タ ー ビ ン ブ レ ー ド １ ９ ２ に ぶ つ か っ て タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ が 回 転 す る
よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 流 路 形 成 部 材 １ ５ ０ は 、 両 側 に ス ラ イ ド 溝 １ ５ ４ が 形 成 さ れ 、 こ の ス ラ イ ド 溝 １ ５ ４ に
対 応 す る よ う に ボ デ ィ １ ３ ０ に ス ラ イ ド 突 起 １ ５ ２ が 形 成 さ れ 、 流 路 形 成 部 材 １ ５ ０ を 上
か ら 下 へ ス ラ イ ド さ せ て ボ デ ィ １ ３ ０ に 取 り 付 け る よ う に な る 。 そ し て 、 流 路 形 成 部 材 １
５ ０ は 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ の 前 方 に 形 成 さ れ 、 吸 入 口 １ ３ ６ に 吸 入 さ れ た 空 気 を タ ー
ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ に 案 内 す る 。 流 路 形 成 部 材 １ ５ ０ に よ り 形 成 さ れ た 流 路 は 、 吸 入 口 １ ３
６ か ら だ ん だ ん 狭 く な る 形 状 を 有 す る た め 、 吸 入 さ れ た 空 気 の 流 速 を 速 く す る 。 こ れ に よ
り 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ は 、 よ り 高 い 回 転 力 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 流 路 形 成 部 材
１ ５ ０ の 上 部 に は 、 吸 音 材 １ ６ ０ を 取 り 付 け る た め の 吸 音 材 取 付 部 １ ５ ６ が 形 成 さ れ 、 吸
音 材 取 付 部 １ ５ ６ の 底 面 に は 、 多 数 の 貫 通 孔 １ ５ ８ が 形 成 さ れ る 。 こ の 貫 通 孔 １ ５ ８ は 、
吸 入 流 路 １ ３ ４ （ 図 ７ 参 照 ） ま で 貫 設 さ れ 、 吸 入 流 路 １ ３ ４ を 介 し て 外 部 に 放 出 さ れ る 騒
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音 を 減 ら す 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 回 転 体 １ ８ ０ は 、 回 転 体 収 納 室 １ ３ ８ に 形 成 さ れ た 回 転 体 取 付 ボ ス １ ４ ０ に 挿 入 さ れ 、
回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 回 転 体 １ ８ ０ の 下 部 に は 、 掃 除 部 材 １ ８ ２ が 着 脱 で き る よ う
に 掃 除 部 材 装 着 部 １ ８ ４ が 形 成 さ れ る 。 掃 除 部 材 １ ８ ２ と し て は 、 雑 巾 な ど を 使 用 す る こ
と が で き る 。 こ の よ う な 掃 除 部 材 １ ８ ２ は 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ か ら 伝 達 さ れ る 動 力 に
よ り 回 転 す る 回 転 体 １ ８ ０ と 共 に 回 転 し な が ら 被 掃 除 面 上 の 塵 埃 な ど を 拭 き 取 る 機 能 を す
る 。 ま た 、 こ の よ う な 回 転 体 １ ８ ０ は 、 回 転 体 取 付 ボ ス １ ４ ０ と の 間 に 結 合 隙 間 １ ８ １ （
図 ５ 参 照 ） を 形 成 す る 。 前 述 の よ う な 構 造 で 、 図 ４ に お い て 矢 印 で 示 さ れ る よ う に 、 第 １
お よ び 第 ２ の カ バ ー １ ２ ４ 、 １ ２ ６ が 形 成 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口 １ ２ ７ 、 １ ２ ８ を
介 し て 回 転 体 収 納 室 １ ３ ８ に 吸 入 さ れ た 外 部 空 気 は 、 結 合 隙 間 １ ８ １ を 介 し て ボ デ ィ １ ３
０ の 下 部 に 流 出 さ れ る 。 ま た 、 ボ デ ィ １ ３ ０ の 下 部 に 流 出 さ れ た 外 部 空 気 は 、 再 び 吸 入 口
１ ３ ６ に 吸 入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 結 合 隙 間 １ ８ １ を 介 し て 回 転 体 収 納 室 １ ３ ８ に 塵 埃 な
ど が 流 入 さ れ る の を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 動 力 伝 達 手 段 １ ７ ０ は 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ に よ り 発 生 さ れ た 動 力 を 回 転 体 １ ８ ０ に
伝 達 す る 機 能 を 行 う 。 こ の よ う な 動 力 伝 達 手 段 １ ７ ０ は 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ の 同 軸 上
か ら 左 右 に 延 長 形 成 さ れ た ウ ォ ー ム １ ７ ２ と 、 ウ ォ ー ム １ ７ ２ に 対 応 す る よ う に 回 転 体 １
８ ０ の 上 部 に 形 成 さ れ た ウ ォ ー ム ホ イ ー ル １ ７ ４ と で 構 成 さ れ る 。 し か し 、 こ の 他 に さ ま
ざ ま な 手 段 に よ り タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ か ら 回 転 体 １ ８ ０ に 動 力 を 伝 達 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ の V－ Vに 沿 っ た 断 面 図 で あ っ て 、 回 転 体 １ ８ ０ へ の 塵 埃 の 流 入 を 防 止 す る
動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ５ を 参 照 す る に 、 第 １ お よ び 第 ２ の カ バ ー １ ２ ４ 、 １
２ ６ （ 図 ４ 参 照 ） に 形 成 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口 １ ２ ７ 、 １ ２ ８ （ 図 ４ 参 照 ） を 介 し
て 流 入 さ れ た 外 部 空 気 は 、 回 転 体 収 納 室 １ ３ ８ （ 図 ４ 参 照 ） に 形 成 さ れ た 真 空 に よ り 回 転
体 収 納 室 １ ３ ８ に 流 入 さ れ る 。 回 転 体 収 納 室 １ ３ ８ に 流 入 さ れ た 外 部 空 気 は 、 回 転 体 取 付
ボ ス １ ４ ０ と ウ ォ ー ム ホ イ ー ル １ ７ ４ 、 回 転 体 取 付 ボ ス １ ４ ０ と 回 転 体 １ ８ ０ 、 お よ び 回
転 体 収 納 室 １ ３ ８ の 底 面 板 １ ３ ９ と 掃 除 部 材 装 着 部 １ ８ ４ と の 間 に 形 成 さ れ た 結 合 隙 間 １
８ １ を 介 し て 矢 印 方 向 の よ う に ボ デ ィ １ ３ ０ の 下 部 に 流 出 さ れ る 。 こ の よ う な 作 用 で 、 被
掃 除 面 上 の 塵 埃 が ボ デ ィ １ ３ ０ の 下 部 か ら 結 合 隙 間 １ ８ １ を 介 し て 回 転 体 １ ８ ０ 、 ウ ォ ー
ム ホ イ ー ル １ ７ ４ 、 ウ ォ ー ム １ ７ ２ （ 図 ４ 参 照 ） に 流 入 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る
。 こ れ に よ り 、 回 転 体 １ ８ ０ の 回 転 が 円 滑 に 行 わ れ 、 掃 除 の 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ は 、 図 ４ の VI－ VIお よ び VII－ VIIに 沿 っ た 断 面 図 で あ っ て 、 タ ー ビ ン フ
ァ ン １ ９ ０ お よ び 各 種 の 部 品 か ら 発 生 す る 騒 音 を 減 ら す 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 す る に 、 吸 入 口 １ ３ ６ （ 図 ４ 参 照 ） か ら 吸 入 さ れ た 空 気 を タ ー ビ ン
フ ァ ン １ ９ ０ ま で 案 内 す る 吸 入 流 路 １ ３ ４ は 、 流 路 形 成 部 材 １ ５ ０ に 形 成 さ れ た 流 路 隔 壁
１ ６ １ に よ り 形 成 さ れ る 空 間 で あ る 。 こ の よ う な 流 路 隔 壁 １ ６ １ は 、 吸 入 流 路 １ ３ ４ の 上
部 を 形 成 す る 上 部 隔 壁 １ ６ ４ と 、 吸 入 流 路 １ ３ ４ の 側 部 を 形 成 す る 側 部 隔 壁 １ ６ ６ と 、 吸
入 流 路 １ ３ ４ の 底 面 を 形 成 す る ボ デ ィ １ ３ ０ の 底 面 板 １ ６ ２ と で 取 り 囲 ま れ て い る 。 ま た
、 上 部 隔 壁 １ ６ ４ に は 、 複 数 の 貫 通 孔 １ ５ ８ が 形 成 さ れ 、 貫 通 孔 １ ５ ８ が 形 成 さ れ た 上 部
隔 壁 １ ６ ４ の 上 面 に は 吸 音 材 １ ６ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ お よ び 各 種 の 部 品 か ら 発 生 す る 騒 音 は 、 吸 入 流 路 １ ３ ４ に 沿 っ て
吸 入 口 １ ３ ６ か ら 外 部 に 伝 達 さ れ る 。 こ の と き 、 上 部 隔 壁 １ ６ ４ に 形 成 さ れ た 複 数 の 貫 通
孔 １ ５ ８ は 、 吸 入 流 路 １ ３ ４ 上 の 圧 力 を 変 化 さ せ る こ と で 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ か ら 発
生 す る 騒 音 は 貫 通 孔 １ ５ ８ を 介 し て 吸 音 材 １ ６ ０ に 吸 収 さ れ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 吸
音 材 １ ６ ０ を 設 け て い る が 、 吸 音 材 １ ６ ０ を 省 略 し 、 貫 通 孔 １ ５ ８ の み を 形 成 す る 場 合 で
も 、 タ ー ビ ン フ ァ ン １ ９ ０ か ら 発 生 す る 高 周 波 騒 音 が 低 減 さ れ る こ と が 実 験 で 明 ら か に な
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っ た 。 こ の よ う な 実 験 に 関 す る 詳 細 な 説 明 は 、 後 述 す る 。 ま た 、 貫 通 孔 １ ５ ８ は 、 上 部 隔
壁 １ ６ ４ の 他 に 側 部 隔 壁 １ ６ ６ ま た は ボ デ ィ １ ３ ０ の 底 面 板 １ ６ ２ に 形 成 さ れ る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ は 、 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 か ら 発 生 す る 高 周 波 騒 音 の 低 減 効 果 を 確 認 す る た め の 実 験 条
件 を 示 す 概 念 図 で あ り 、 図 ９ は 、 図 ８ の 実 験 条 件 で 計 測 さ れ た デ ー タ に よ る グ ラ フ で あ る
。 図 ８ を 参 照 す る に 、 先 ず 、 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 を 被 掃 除 面 か ら １ ０ ０ ｍ ｍ 離 間 し て 真 空 掃
除 機 を 稼 動 さ せ 、 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 か ら １ ０ ０ ０ ｍ ｍ の 距 離 で 音 圧 を 計 測 し た 。 ま た 、 実
験 サ ン プ ル と し て は 、 (イ )貫 通 孔 １ ５ ８ が 形 成 さ れ て い な い 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 （ 以 下 、 「
Ｃ 」 と 記 す る ） 。 （ ロ ） 上 部 隔 壁 １ ６ ４ に 複 数 の 貫 通 孔 １ ５ ８ が 形 成 さ れ た 吸 入 ブ ラ シ 組
立 体 （ 以 下 、 「 Ｒ １ 」 と 記 す る ） 、 （ ハ ） 上 部 隔 壁 １ ６ ４ に 複 数 の 貫 通 孔 １ ５ ８ を 形 成 し
、 上 部 隔 壁 １ ６ ４ の 上 面 に 吸 音 材 １ ６ ０ を 設 け た 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 （ 以 下 、 「 Ｒ ２ 」 と 記
す る ） を 使 用 し た 。 ま た 、 貫 通 孔 １ ５ ８ の 径 は 、 ２ ． ３ ｍ ｍ で あ り 、 貫 通 孔 １ ５ ８ の 個 数
は 、 ３ ０ 個 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ９ を 参 照 す る に 、 横 軸 は 、 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 か ら 発 生 す る 騒 音 の 周 波 数 を 示 し 、 縦 軸
は 、 前 記 周 波 数 に よ る 音 圧 を 示 す 。 そ れ ぞ れ の 単 位 は 、 Ｈ ｚ お よ び ｄ Ｂ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 験 の 結 果 を 次 の 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 中 、 ピ ー ク 騒 音 と は 、 周 波 数 分 析 上 、 周 辺 よ り 相 対 的 に 高 い 数 値 （ 一 般 に 、 ７ ｄ Ｂ 以
上 ） を 示 す も の で あ っ て 、 使 用 者 の 不 快 感 が 最 高 に 達 す る 騒 音 で あ る 。 こ の よ う な ピ ー ク
騒 音 が 、 図 ９ に Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ と 表 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な ピ ー ク 騒 音 は 、 貫 通 孔 １
５ ８ の み が 形 成 さ れ た 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 （ Ｒ １ ） の 場 合 に 著 し く 低 減 し 、 貫 通 孔 １ ５ ８ が
形 成 さ れ た 上 部 隔 壁 １ ６ ４ に 吸 音 材 １ ６ ０ を 取 り 付 け る こ と で 、 よ り ピ ー ク 騒 音 が 低 減 し
た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 前 記 表 中 の 全 体 騒 音 は 、 図 ９ に 示 さ れ た 周 波 数 の 全 体 範 囲 を 積 分 し た 値 で あ っ て
、 貫 通 孔 １ ５ ８ の み が 形 成 さ れ た 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 （ Ｒ １ ） の 場 合 に ３ ｄ Ｂ 程 度 低 減 し 、
吸 音 材 １ ６ ０ が 取 り 付 け ら れ た 場 合 に 低 減 効 果 が 一 層 向 上 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 結 局 、 吸 入 流 路 １ ３ ４ 上 に 貫 通 孔 １ ５ ８ を 形 成 す る こ と で 、 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 の 騒 音 が
減 少 し 、 ま た 、 吸 音 材 １ ６ ０ を 適 用 す る と 、 低 減 効 果 は 、 一 層 向 上 す る こ と が わ か る 。 ま
た 、 実 験 結 果 の よ う に 使 用 者 の 敏 感 な 反 応 を 引 き 起 こ す 高 周 波 騒 音 、 特 に 高 周 波 に お け る
ピ ー ク 騒 音 は 、 一 層 減 少 す る こ と が わ か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 本 発 明 は 、 真 空 掃 除 機 の 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 に 関 し 、 特 に 、 掃 除 効 率 を 向 上 さ せ る と 共 に
騒 音 を 低 減 す る こ と が で き る よ う に 構 造 が 改 善 さ れ た 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 お よ び こ れ を 備 え
た 真 空 掃 除 機 に 関 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 は 、 キ ャ ニ ス タ ー タ イ プ の 掃 除 機 だ け で な く
、 ア ッ プ ラ イ ト タ イ プ の 真 空 掃 除 機 に も 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 家 庭 用 掃 除 機
は 言 う ま で も な く 産 業 用 掃 除 機 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 の 真 空 掃 除 機 を 概 略 的 に 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る
【 図 ２ 】 図 １ の II－ IIに 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の III－ IIIに 沿 っ た 流 路 形 成 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の V－ Vに 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の VI－ VIに 沿 っ た 流 路 形 成 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ の VII－ VIIに 沿 っ た 流 路 形 成 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 吸 入 ブ ラ シ 組 立 体 の 騒 音 測 定 実 験 条 件 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 条 件 に よ る 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ２ ２ 　 カ バ ー
１ ２ ４ 、 １ ２ ６ 　 第 １ お よ び 第 ２ の カ バ ー
１ ２ ７ 、 １ ２ ８ 　 第 １ お よ び 第 ２ の 開 口
１ ３ ０ 　 ボ デ ィ
１ ３ ４ 　 吸 入 流 路
１ ３ ６ 　 吸 入 口
１ ５ ０ 　 流 路 形 成 部 材
１ ５ ６ 　 吸 音 材 取 付 部
１ ５ ８ 　 貫 通 孔
１ ６ ０ 　 吸 音 材
１ ６ １ 　 流 路 隔 壁
１ ６ ２ 　 ボ デ ィ 底 面 板
１ ６ ４ 　 上 部 隔 壁
１ ６ ６ 　 側 部 隔 壁
１ ７ ０ 　 動 力 伝 達 手 段
１ ７ ２ 　 ウ ォ ー ム
１ ７ ４ 　 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル
１ ８ ０ 　 回 転 体
１ ８ １ 　 結 合 隙 間
１ ８ ２ 　 掃 除 部 材
１ ８ ４ 　 掃 除 部 材 装 着 部
１ ９ ０ 　 タ ー ビ ン フ ァ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(10) JP 2005-296621 A 2005.10.27



フロントページの続き

(72)発明者  金　化　中
            大韓民国光州廣域市北区東林洞６４５　三益アパート１１４－４０８
Ｆターム(参考) 3B061 AA06  AD02  AE05  AE13 

(11) JP 2005-296621 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

